
基板上ジャンパの設定
JP1  SCLプルアップ有効（10kΩ）
JP2  SDAプルアップ有効（10kΩ）
JP3  R3（LEDの電流制限抵抗）短絡
JP4  VDDとLEDのアノード(A)を接続
JP5  GNDとLEDのカソード(K)を接続

 I2C接続小型LCDモジュール
（バックライト付）用ピッチ変換基板 [AE-AQM0802A-BL]

　I2C接続小型LCDモジュール（バックライト付）を、使いやすい2.54mm
ピッチに変換する基板です。 バックライトのアノード,カソードの端子は
基板上でVDD,VSSに接続できるようになっていますので、従来のバックライ
ト非搭載のモジュールからそのまま置き換えることができます。

セット内容
×1　ピッチ変換基板

　LCDモジュール[P-09422] ×1
細ピンヘッダ1×7[C-04393]   ×1

基板図（裏面）

実装済部品
部品番号 型番 数量
C1-C3 1608サイズ　0.1μF　50V 3
R1,R2 1608サイズ　10kΩ±5% 2
R3 1608サイズ　20Ω±5% 1

JP
5

JP3

VLCD
VOUT
CAPIN
CAPIP
VDD
VSS
SDA
SCL
XRESETB
A
K

AQM0802A-FLW-GBW

JP
40.
1μ

F
C
1

0.1μFC2

0.1μFC3

NC

R3 20Ω

JP
1

10
kΩ

R
1

10
kΩ

R
2

JP
2

RESET
SCL 
SDA 
GND 

A 

K 

VDD 

回路図　JP1,JP2はSCL,SDAのプルアップの有効・無効
を決定します。短絡することによりVDDへ10kΩ
を通し接続されます。
　JP3はバックライト電圧3.3Vで使用する場合
は基本的に短絡して使用します。明る過ぎる場
合は開放します。バックライト電圧5Vで使用す
る場合は開放して使用します。
　JP4,JP5はVDD,GNDよりバックライト電圧を
供給する場合に短絡します。

定格電圧・消費電流

LCD バックライト
　入力電圧:3.3V 　入力電圧:3.3V
　消費電流:1mA(最大) 　消費電流:60ｍA(最大)
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コントローラであるST7032iの仕様書もあわせてご覧ください。
http://akizukidenshi.com/download/ds/sitronix/st7032.pdf

http://akizukidenshi.com/catalog/g/gP-10883
http://akizukidenshi.com/catalog/g/gP-10883
http://akizukidenshi.com/catalog/g/gP-09422
http://akizukidenshi.com/catalog/g/gC-04393
http://akizukidenshi.com/catalog/g/gK-12238
http://akizukidenshi.com/download/ds/sitronix/st7032.pdf
http://akizukidenshi.com/catalog/g/gK-12238


データとコマンドのWRITE方法

　LCDに対しては書き込み(WRITE)
のみができます。読み込み(READ)
はできません。（I2CのACKはあり
ます。）また、Busyフラグと内部
のDDRAMアドレスカウンタは読み
取ることができません。

スレーブアドレスは0x7Cです。
(0111110+0)

コントロールバイトで「データ・コマンドの指定」RSと「連続データ・最終データの指定」Coを送信し
ます。コマンドはRS=0,データはRS=1です。データを複数送る場合Co=1で、最終データはCo=0です。
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